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■ KOMONO 絵本マルシェ（ 09.15）

絵本の町づくり⽂化プロ
ジェクト実⾏委員会などが
主催するイベントにお邪魔
しました。屋外での絵本の
読み聞かせや絵本のリサイ
クル販売、マルシェなどの
出店もあり、多くの家族連
れで賑わっていました。⼦
どもたちと本を近づける⼤
きな意義を持つイベントだ
と感じました。 

■第13回 十華会絵画展（ 09.19）

出展者のお誘いにより、絵画
愛好家サークル「⼗華会」
（⼤⽮知徳昌代表）が主催す
る絵画展を拝⾒しました。果
物や花などの⾝の回りの物や
旅⾏先の⾵景、家族などの⼈
物などが題材となり、個性溢
れる作品が並んでいました。
旧知の⽅とも久しぶりにお会
いすることができ、昔話に花
が咲きました。 

■自民党三重県連要望聴取会（９月中随時開催）

７⽉以降、⾃由⺠主党三重県⽀部連合会との友好団体からの各種要
望を聴取しています。私も可能な限り出席し、現場の皆さんの声を
拝聴しています。三重県難病連との意⾒交換では、難病患者の就労
状況や難病審査のための⾃⼰負担が⼤きいことなどをお聞かせ頂き
ました。また、⽇本弁護⼠政治連盟三重県⽀部からは学校における
児童⽣徒同⼠のトラブルや学校と保護者との紛争に対応するための
スクールロイヤーの導⼊について、具体的な効果などを交えて、ご
教⽰頂きました。この要望聴取会は、私にとって、時代の変化とと
もに⽣じている社会課題に対応するためのアイデアを知る貴重な機
会となっています。

■兎に角楽しい美術展（08.30） デコクレイ粘⼟、銅板クラフ
ト、⽔墨画などの体験が出来
る美術展にお邪魔しました。
絵⼿紙の皆さんのお声がけに
より、不器⽤な私は、絵⼿紙
体験をし、もっともシンプル
な構図であったスイカを⾒よ
う⾒まねで描きました。皆さ
んと歓談しながら、まさしく
「兎に⾓楽しい」時間を過ご
すことが出来ました。 



■石原まさたかプロフィール
生年月日 昭和46(1971)年11月29日
三重郡菰野町生まれ

【経歴】
名古屋大学大学院教育学研究科 教育学専攻
博士後期課程 満期退学

【職歴】
・名古屋大学大学院 助手
・三重県議会議員（1期）
・菰野町長（3期）
・衆議院議員（1期）

【その他役職】
・名古屋大学大学院授業研究国際センター 研究員
・東海ラジオ放送「石原まさたかの痛快！風雲放
談」パーソナリティ
・菰野町土地改良区理事長
・三重用水土地改良区副理事長
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■三重県北部に豪雨被害が発生（09.12） 

四⽇市市や菰野町で、１時間
に100mmを超える降⾬があ
り、周辺市町を含めると
3,000件を超える浸⽔被害や
河川堤防の損壊、⼟砂崩れな
どが発⽣しました。各種報道
でも取り上げられた通り、四
⽇市市の地下駐⾞場では、
274台の⾞両が被害に遭いま
した。被害に遭われた⽅々に
⼼からのお⾒舞いを申し上げ
ます。私も被災現場を拝⾒し、
現状把握に努めました。

■企画展 土と萬古と山口陶器（09.21）

陶磁器の原料になる⼟の
歴史やかつて存在した中
部地⽅を覆い尽くす「東
海湖」の存在、萬古焼の
歴史、さらには昨年創⽴
50年を迎えた⼭⼝陶器の
来し⽅⾏く末を⽰す展⽰
会に参りました。10⽉17
⽇ (⾦ )まで随時開催して
いますので、皆さんもご
覧ください。

■新社屋内覧会（09.08）

ミライリスホールディングス株式会社の
新社屋の内覧会にお邪魔しました。建設
設備のリースや建設関連資材の物流、⼈
材派遣などの分野で事業を展開する会社
です。地球環境に配慮した設備を導⼊し
たり、⾃社のリース物件を活⽤した展⽰
場を兼ねた社屋になっていました。まさ
しく、これからの社屋は、エネルギー効
率をいかに上げるかが重要になります。
⼤変興味深い取組だと感じました。 

ここ数年、豪⾬災害の激甚化、頻発化が、指摘されています。この⼀
因は、地球温暖化にあると⾔われ、気温の上昇により、空気中に⼤量
の⽔蒸気が含まれ、それが冷却された際に、⼤量の⾬を短時間に降ら
せています。今後も、政府が取り組んでいる「国⼟強靭化」をさらに
推進しなければなりません。併せて、事前防災の観点から、⽇常⽣活
の⾒直しも必要です。 


